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国際実存療法士資格認定講習会  
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永田勝太郎 プロフィール 
 

 

公益財団法人国際全人医療研究所 元代表理事 

附属 千代田国際クリニック創設者、初代院長 

WHO（世界保健機関）心身医学・精神薬理学 元教授 

リヒテンシュタイン国際学術大学院 ヴィクトー

ル・E・フランクル講座 名誉教授 

 
1993 年 ５ 月 29 日 、 フラ ン ク ル 博 士 を 招 聘 し 、

第 1 回 日 本 実 存 心 身 療 法 研 究 会（ 現  日 本 実 存 療 法

学 会 ）を 開 催 。テ ー マ は「 フ ラ ン ク ル 博 士 と 21 世

紀 医 学・医 療 を 考 え る 」。フ ラ ン ク ル 博 士 と の 親 交

を 深 め な が ら 、 人 間 の 実 存 性 を 核 と し た 全 人 的 医

療 の 臨 床 ・ 研 究 ・ 教 育 に 精 魂 を 込 め 尽 力 し 、 人 間

性 を 重 ん じ た 医 学 教 育 の 構 築 を 目 指 し た 。  

 

 

＜ 経 歴 ＞ 慶 応 義 塾 大 学 経 済 学 部 中 退 後 、 福 島 県 立 医 科 大 学 卒 業 。 千 葉 大 学 、 北 九 州 市 立 小 倉 病 院 、

東 邦 大 学 大 橋 病 院 麻 酔 科 、浜 松 医 科 大 学 付 属 病 院 心 療 内 科 科 長 、日 本 薬 科 大 学 統 合 医 療 教 育 セ ン タ ー

教 授 ・ セ ン タ ー 長 な ど を 歴 任 。 池 見 酉 次 郎 教 授 、 ヴ ィ ク ト ー ル ・ E・ フ ラ ン ク ル 博 士 、 ス テ イ シ ー ・

デ イ 教 授 （ WHO） に 師 事 。  

 

＜ 役 職 ＞ 日 本 実 存 療 法 学 会  元 理 事 長 、 日 本 疼 痛 心 身 医 学 会  元 理 事 長 。

日 本 慢 性 疼 痛 学 会  名 誉 会 員 。ヴ ィ ク ト ー ル・E・フ ラ ン ク ル 研 究 所（ ウ ィ

ー ン ） 名 誉 会 員 ほ か 。  

 

＜ 受 賞 ＞「 ヒ ポ ク ラ テ ス 賞 」「 ア ル バ ー ト・シ ュ バ イ ツ ア ー ・グ ラ ン ド・ゴ

ー ル ド メ ダ ル 」「 ヴ ィ ク ト ー ル ・ E・ フ ラ ン ク ル 大 賞 」 ほ か 。  

 

＜ 主 な 著 書 ＞ 『 人 生 は あ な た に 絶 望 し て い な い 』（ 致 知 出 版 社 ）、

『「 血 糖 値 ス パ イ ク 」が 万 病 を つ く る ！ 』（ ビ ジ ネ ス 社 ）、『 本 当 は 怖

い「 低 血 圧 」』（ 秀 和 シ ス テ ム ）、『 痛 み 治 療 の 人 間 学 』（ 朝 日 新 聞 出

版 ）、『 痛 み の 力 』（ 海 竜 社 ）、『 新 し い 医 療 と は 何 か 』（ NHK ブ ッ ク

ス ），『〈 死 に ざ ま 〉の 医 学 』（ NHK ブ ッ ク ス ）、『 心 身 症 の 診 断 と 治

療 』（ 診 断 と 治 療 社 ）、『 実 存 カ ウ ン セ リ ン グ 』（ 駿 河 台 出 版 社 ）、『 医

学 ・ 医 療 総 論 』（ 照 林 社 ）、『 体 質 ・ 症 状 ・ 病 気 で 選 ぶ 漢 方 薬 の 手 引

き 』（ 小 学 館 ） な ど 多 数 。  
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御 挨 拶 

全人的医療の実現を目指して、永田勝太郎先生の志を継ぎ再出発をする 

加藤眞三  

第 10 回国際全人医療学会  大会会長  

慶應義塾大学名誉教授，エムオーエー高輪クリニック院長  

 

2022 年 11 月 11 日永田勝太郎先生が急逝されたことに、私たち会員は、驚

きと悲しみに包まれました。本研究会は永田勝太郎先生個人のご尽力とその広

い知識と人脈、そしてご人徳により支えられて続いてきました。永田先生がこ

の世から旅立たれた後に、この会を続けることは難しいのではないかと私は漠

然と考えていました。しかしながら、先日、永田先生の夫人が私のクリニック

を訪れ、永田先生の遺志を継続するために研究会を開催したいと相談してくだ

さったことから、私はこの研究会を継続させなければと考え直し会長を引き受

けました。  

 

私は、永田先生のもってこられた「全人的医療を実現させたい」という夢に

共鳴し、本研究会に参加してきましたが、永田先生の心身医学や実存療法に関

する博学や深い洞察力にとても及びません。また、永田先生と私では、性格や

対人関係の作り方、医療における手法も異なっていることを認識していま す。

しかし、余りにも人間が分断される現代の医療、科学的な医療にあきたら ず、

医療に人間性を復活させたい、全人的医療を実現したいという気持ちは、永田

先生に劣らずにもってきました。難病や慢性病の患者の患者会に参加した り、

キッペス神父からスピリチ ュアルケアを学び、上智大学グリーフケア研究所の

演習にも参加してきました。それらの経験を通して、私も何とかこの会を継続

し発展させたいと考えています。  

 

本研究会を継続するにあたり、私は会の原点に立ち戻り、そこから学び、ど

う活動していくかを皆さんと一緒に対話をしたいと考えています。そして、そ

の原点は、永田勝太郎先生の全人的医療であり、Ｖ . E. フランクル先生の実存

療法にあります。フランクル先生が実存分析（実存療法、ロゴセラピー）を最

初に問われたのは、解放されて間もなくの 1946 年に刊行された「死と愛」の

中です。日本語タイトルは「死と愛」（みすず書房）ですが、原書のタイト  
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ルは“Arztliche Zeelsorge”です。これは直訳すれば、「医師による 魂のケア」で  

す。現在の医療は複雑化し多職種により行われるものとなっているため、今日

の状況で意訳すれば「医療職者によるスピリチュアルケア」に相当します。  

 

永田先生は、多職種の医療者とチームを組み医療職によるスピリチュアルケ

アを包含する全人的医療を探求してこられました。永田先生が毎月続けてこら

れたバリントグループワークも再開しています。対面での大会の開催はコロナ

禍により 3 年間中断されてきましたが、永田先生が亡き後に大会を再開するに

あたり、全人的医療とスピリチュアルケアの普及を目指す医療者としてこれか

ら何ができるかを皆さんと対話し、学ぶことにより、活動を拡げていきたいと

考えています。  

 

どうぞ皆様、永田先生そしてフランクル先生の遺志を生かすために奮って大

会にご参加下さい。  
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プログラム 

  

基調講演    10:00-11:00       座長：青山幸生 （東邦大学医学部麻酔科学講座（大橋）客員教授）  

ＡＩ時代の医療に求められる全人的医療の普及とは 
〜フランクル先生と永田勝太郎先生から何を学び、何を伝えていけるか   

加藤  眞三  （慶應義塾大学名誉教授、エムオーエー高輪クリニック院長）   

  
特別講演Ⅰ 11:00-12:00      座長：加藤眞三（慶應義塾大学名誉教授、エムオーエー高輪クリニック院長 ）  

「夜と霧」フランクルをたどって   

河原  理子  （東京大学大学院情報学環特任教授、元・朝日新聞編集委員）   

  
 座長：杉岡良彦（一般財団法人信貴山病院分院上野病院  医療倫理教育部長 ）  

特別講演Ⅱ 13:30-14:30       通訳：渡邉一夫（株式会社 SMR 代表 CEO）  

Clinical Logotherapy – Facing the Anguish    
臨床ロゴセラピー  ―苦悩に向き合うということ  

Harald Mori ハラルド・モリイ（Vienna/Austria Psychotherapist  ウィーン/臨床心理家）  

  
                                           座長：加藤眞三（ 慶 應 義 塾 大 学 名 誉 教 授 、エムオーエー高 輪 クリニック院 長 ）  

シンポジウム＆グループワーク   14:30-16:50       喜山克彦 （喜山整形ハーブクリニック  院長）  

私たちが実践する全人的医療とは（シンポジスト講演／全員参加型グループワーク）  
  
シンポジスト講演Ⅰ  

整形外科医療の入口から全人的医療へー私に何ができるのだろう？ー 

喜山  克彦  （喜山整形ハーブクリニック 院長）  
  
シンポジスト講演Ⅱ  

歯科における慢性疼痛のとりくみ 

三浦  一恵  （医療法人社団創新会  大森 ・東京歯科口腔外科 ・センター長 、鶴見大学歯学部  歯科麻酔学講座  臨床教授 ）  

  
シンポジスト講演Ⅲ  

私たちが実践する全人的医療とはー全人的医療のために教育は何ができるか 

井上  惠  （学校法人長岡総合学園  悠久山栄養調理専門学校  校長）  
  
シンポジスト講演Ⅳ 

全人的医療と医学哲学  

杉岡  良彦  （一般財団法人信貴山病院分院  上野病院  医療倫理教育部長）  
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基 調 講 演 
 

ＡＩ時代の医療に求められる全人的医療の普及  

〜フランクル先生と永田勝太郎先生から何を学び、何を伝えていけるか  

加藤  眞三  

慶應義塾大学名誉教授  

エムオーエー高輪クリニック院長  
 

2022 年 11 月に 公開 された ChatGPT は パソコ ン上 や携 帯端 末上で 会話 形式 の

簡単な 質問 をな げか けるだ けで 、驚 くほ どの速 さと 精度 と分 量で回 答し てく るこ

とで、 AI（人 工知能 ）性能 の高 さが 世界 的注目 を集 める こと になっ た。 それ 以

降、他 社の 製品 をも 含めて AI の 進歩 は 加速度 を増 し、 その 領域も 、会 話に とど

まるこ とは なく 、画 像のパ ター ン認 識や 画像生 成、 音楽 の生 成でも 人間 の一 般的

な水準 を超 えよ うと してい る。 今後 、病 理学や 放射 線の 画像 診断で AI は 幅広 く

利用さ れる こと にな るだろ う。  

このよ うな AI の 進 歩が、 医療 にど のよ うな変 化 を もた らす のか。 内科 診断 学

でも、 AI は 知識 量の 蓄積が 人間 の能 力を はるか にし のぎ 、ア ルゴリ ズム によ る

診断学 が確 立し た分 野で人 間は 太刀 打ち できな い。 しか し、 逆の見 方を する な

ら、知 識と ロジ ック で人間 が学 んで きた ことは 、 AI に任 すこ とがで きる こと に

なり、 医療 者が 単調 な記憶 やロ ジッ ク思 考から 解放 され るこ とを意 味す る。 医療

者は何 を学 べば 良い のかと いえ ば、 コミ ュニケ ーシ ョン と全 人的な ケア では ない

だろう か。  

2023 年 4 月 JAMA（ 米国医 師会 雑誌 ）に 発表さ れた 論文 で、 ネット 上の 掲示

板の質 問に 、内 科医 師と AI が回 答し た ものを 専門 家が 評価 したと ころ 、医 師の

回答よ り AI の回 答 が良い と答 えた もの が 78.6％ 、回 答の 品 質も AI の方 が有 意

に高か った 。驚 くべ きこと に、 AI の 回答 の方が より 共感 的で あった とす る結 果

が得ら れて いる 。こ のこと が意 味す るの は、今 まで 医師 は共 感的に 回答 する よう

な訓練 も受 けて こな かった し、 感情 を無 視する よう な医 療で あった こと だ。 実存

的問題 にま で踏 み込 む医療 者は さら に少 なかっ た。 しか し、 今後 AI の利 用が 可

能とな れば 、医 療者 は知識 や技 術を 学ぶ 時間、 実務 にさ く時 間は大 幅に 少な くな

り、感 情や 実存 的な 問題に まで 関心 を拡 げられ るこ とに なる 。ヴィ クト ール ・フ

ランク ル先 生や 永田 勝太郎 先生 が残 した 遺産が いよ いよ これ から医 療に おい て活

用され る時 代を 迎え るのだ 。私 たち は、 それら を社 会に 広め 活用し てい く責 務が

あるだ ろう 。  

 

キーワ ード ： 全 人的 ケア、 感情 、 AI、医 学教育  
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プロフィール 

 

加藤  眞三  （かとう しんぞう）  

 

 

＜ 現 職 ＞  

慶 應 義 塾 大 学 名 誉 教 授  

エ ム オ ー エ ー 高 輪 ク リ ニ ッ ク 院 長  

上 智 大 学 グ リ ー フ ケ ア 研 究 所 客 員 所 員  

 

＜ 略 歴 ＞  

1980 年        慶 應 義塾 大 学 医 学 部 卒 業  

1985 年       同 大 学院 医 学 研 究 科 博 士 課 程 単 位 取 得 退 学  

1985-1988 年   米 国 ニュ ー ヨ ー ク 市 立 大 学 マ ウ ン ト サ イ ナ イ 医 学 部 内 科 Research fellow 

1988-1990 年  慶 應 大学 医 学 部 消 化 器 内 科 助 手  

1990-1994 年   都 立 広尾 病 院 内 科 医 長 , 内 視 鏡 科 科 長  

1994-2005 年  慶 應 義塾 大 学  専 任 講 師  消 化 器 内 科  

2005-2021 年  慶 應 義塾 大 学 看 護 医 療 学 部 教 授  

2021 年 よ り 現 職  

 

 

＜ 主 な 著 書 ・ 論 文 ＞  

「 患 者 の 生 き 方 ； よ り よ い 医 療 と 人 生 の 「 患 者 学 」 の す す め 」、 春 秋 社 、 2004 年   

「 患 者 の 力 ； 患 者 学 で 見 つ け た 医 療 の 新 し い 姿 」、 春 秋 社 、 2014 年  

「 現 代 医 学 か ら 患 者 中 心 の 医 療 、全 人 的 医 療 へ の 移 行 」、上 智 大 学 グ リ ー フ ケ ア 研 究 所 、  

紀 要 「 グ リ ー フ ケ ア 」、 第 9 号 2020 年  
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特 別 講 演 Ⅰ 
 

「夜と霧」フランクルをたどって             

 河原  理子  

東京大学大学院情報学環特任教授  

元・朝日新聞編集委員  

 

人生で何度も読み返した本が、私にはいくつかあります。サン・テグジュ

ペリ「星の王子さま」、 ヘルマン・ ヘッセ「デミアン」、そしてヴィクトー

ル・フランクル(1905-1997)の「夜と霧」です。初めて読んだのは、心理学を

志した学生時代。でも理解不能でした。「夜と霧  旧版」にあったナチスドイ

ツの強制収容所の写真が怖くて、そこで家族を亡くした精神科医である著者

の本文がなぜこんなに淡々としているのか、わかりませんでした。  

その後、新聞記者になった私は、ひょんなことから、事件や事故などで突

然ご家族を亡くした人や被害に見舞 われた人たちの話を聴くようになりまし

た。当時は被害者支援も乏しく、私の想像などはるかに超えるお話に衝撃を

受け、無力感をおぼえました。よく考えれば、起きてしまったことは誰にも

覆せないのに。そして、そうであるなら、変えられない事態のなかで人はど

う生きることができるのか……。手がかりを求めて、さまざまな本を読み、

集会で学ぶうち、ふと、私の前に、フランクルが再び現れたのです。  

実は、日本は「夜と霧」の原著を、世界で二番目に早く翻訳出版して、長

く読み継いできた、フランクル愛読者の国だったのです。  

フランクルの言葉を杖のようにして生きる人たち がいることをいつか書き

たいと私は願いながらも、力不足でかなわず。そんな時期に、永田勝太郎先

生のフランクル賞受賞を耳にして、 2008 年に取材させていただきました。そ

こから事態は動き始め、やがて日本とヨーロッパのゆかりの人たちを訪ね、

新聞に連載することになりました。掲載時期はたまたま、東日本大震災直後

の 2011 年 4〜 5 月。仙台の書店にこの本が積み上げられておりました。  

それから私は、フランクルの提唱したロゴセラピーを学び続けています。  

フランクルの著書がどのように編ま れ、読まれてきたのか。彼はどのよう

な体験をしたのか。皆様と一緒にたどり、彼の思想と人生を味わいたいと思

います。  

 

キーワード： フランクル 、ロゴセラピー 、生きる意味 、苦悩する人、良心  
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プロフィール 

 

河原  理子  （かわはら みちこ）  

 

＜ 現 職 ＞  

東 京 大 学 大 学 院 情 報 学 環 特 任 教 授  

武 蔵 野 大 学 客 員 教 授  

ジ ャ ー ナ リ ス ト  

 

＜ 略 歴 ＞  

1961 年 生 ま れ 。  

1983 年   東 京 大 学 文学 部 社 会 心 理 学 科 を 卒 業 し 、 朝 日 新 聞 記 者 に 。  

社 会 部 記 者 、 編 集 委 員 な ど を 務 め る 。 2020 年 退 社 。  

2019 年   日 本 ロ ゴ セラ ピ ス ト 協 会 A 級 ロ ゴ セ ラ ピ ス ト に 。  

2022 年 度  上 智 大 学 グリ ー フ ケ ア 研 究 所 人 材 養 成 課 程 修 了 。  

 

＜ フ ラ ン ク ル 関 係 の 著 作 ＞  

『 フ ラ ン ク ル 「 夜 と 霧 」 へ の 旅 』 (朝 日 文 庫 、 2017 年 、 平 凡 社 、2012 年 ) 

『 死 と 愛  【 新 版 】 ロ ゴ セ ラ ピ ー 入 門 』 (V.E.フ ラ ン ク ル 著 、 霜 山 徳 爾 訳 、 み す ず 書 房 、

2019 年 ) 解 説  

「 そ れ で も 人 生 に イ エ ス と 言 う 」『 生 き る 意 味 の 情 報 学  共 創・共 感・共 苦 の メ デ ィ ア』

(竹 之 内 禎 編 著 、 東 海 大 学 出 版 部 、 2022 年 ) 

「 ス ペ シ ャ ル・ス ー パー ビ ジ ョ ン 2017 記 録／ ロ ゴ セ ラ ピ ー を 生 き る こ と 」『 日 本 ロ ゴ セ

ラ ピ ス ト 協 会 論 集 』 第 10 号 (日 本 ロ ゴ セ ラピ ス ト 協 会 、 2018 年 ) 

「 フ ラ ン ク ル は ど の よ う に 読 ま れ て き た の か 」 『 imago 総 特 集  ヴ ィ ク ト ー ル・E・フ

ラ ン ク ル  そ れ で も 人 生 に イ エ ス と 言 う た め に 』 (現 代 思 想 4 月 臨 時 増 刊 号 、 青 土 社 、

2013 年 ) 

「 ニ ッ ポ ン 人 脈 記  生 き る こ と 」 (朝 日 新 聞 連 載 、 全 14 回 、 2011 年 ) 
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特 別 講 演 Ⅱ 
 

Clinical Logotherapy – Facing the Anguish    

臨床ロゴセラピー ―苦悩に向き合うということ                      

 Harald Mori ハラルド・モリイ 

Vienna/Austria Psychotherapist ウィーン/臨床心理家  

和 訳 ： 渡 邉 一 夫 （ 株 式 会 社 SMR 代 表 CEO）  

 

The top ic  of  th is  presen ta t ion  is  rela ted  to  the  

prac t ica l applica tion  of  cl in ica l logotherapy  in the  

therapeut ic  and  counsell ing  process . The addi t ional  t i t le  

indicates  tha t  our  l ife  i s  unimaginable  to  be  a  parad ise  

wi thout  problems,  t rag ic  aspects  or  threa ts  and  obstacles .  

As this congress is dedicated to the memory of 

Prof.  Dr.  Katsutaro Nagata,  my long time of 

relationship and friendship with Dr. Nagata is 

described. We know each other  since September 1997,  

the t ime when Viktor Frankl died in Vienna at  the age 

of 92 and a hal f years.  

Dr. Nagata and Prof.  Frankl  were definite ly very  

close to each other,  despite  coming from different  

cultural  backgrounds.  

They lived in  a  self -concept  that  was carried by 

personal  sympathy and deep scientif ic,  medical  

understanding.  

Mrs. El ly Frankl,  almost 98 years old is  s t i l l  l iving  

on her own in Mar iannengasse 1,  the address of Viktor  

Frankl for half  a  century. As Jacob Needleman once  

wrote about her,  “S he is the warmth, that accompanies 

the l ight”.  In the preface of one of his books Frankl  

added this quotat ion: “May the warmth sti l l  persist ,  

when the l ight has dimmed away”.  

 

Mrs. Kishiko Nagata in  my eyes now has that duty  

to go on, after  the loss of a g reat  man and doctor.  

本 講 演 の テ ー マ は 、 治 療 、 カ ウ ン セ リ ン グ の 過 程 に

お け る 臨 床 ロ ゴ セ ラ ピ ー の 実 践 的 応 用 に 関 す る も の で

す 。 サ ブ タ イ ト ル は 、 我 々 の 人 生 が さ ま ざ ま な 問 題 や

悲 し み 、恐 れ 、障 害 に 遭 遇 し 、常 に 幸 せ と は 限 ら な い こ

と を 示 し て い ま す 。   

今 大 会 は 永 田 勝 太 郎 先 生（ 1948-2022）の 追 悼 学 会 で

も あ り ま す の で 、 わ た く し と 永 田 先 生 と の 長 き に わ た

る 交 流 や と 深 い 友 情 に つ い て も お 話 し し ま す 。我 々 は 、

ヴ ィ ク ト ー ル ・ フ ラ ン ク ル 先 生 （ 1905-1997） が 92 歳

と 半 年 で 亡 く な ら れ た 1997 年 の ９ 月 、ウ ィ ー ン で 初 め

て 出 会 い ま し た 。  

永 田 先 生 と フ ラ ン ク ル 先 生 は 、 互 い の 文 化 的 背 景 は

違 え ど 、 非 常 に 親 密 な 関 係 を 築 か れ ま し た 。  

彼 ら は 、特 別 な 共 感 と 、深 奥 な る 科 学 的 、医 学 的 理 解 の

も と に 自 己 概 念 を 確 立 さ れ ま し た 。  

ま も な く 98 歳 を 迎 え る エ リ ー ・ フ ラ ン ク ル 夫 人 は 、

今 も 、 フ ラ ン ク ル 博 士 と 半 世 紀 に わ た り 暮 ら し た マ リ

ア ネ ン ガ ッ セ 一 番 地 に お 住 ま い で す 。 ジ ェ イ コ ブ ・ ニ

ー ド ル マ ン 氏（ 1934-2022/ユ ダ ヤ 系 ア メ リ カ 人 /哲 学 者 、作 家 、

宗 教 学 者 ） は か つ て 彼 女 に つ い て 「 輝 く よ う な 明 る さ を

持 っ た 温 か い 人 柄 」 と 記 し ま し た 。 フ ラ ン ク ル 先 生 の

自 著 序 文 に も 「 わ が 妻 エ リ ー の 輝 く 光 り が 弱 く な っ て

も そ の 温 か さ が 永 遠 に 続 く こ と を 願 う 」 と あ り ま す 。  

私 の 目 に 映 る 永 田 貴 志 子 夫 人 は 、 偉 大 な 人 物 で あ り

医 師 で あ っ た ご 主 人 を 亡 く さ れ た 今 も 、 そ の 責 務 を 担

っ て お ら れ ま す 。  
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This congress and my topic rela tes to the power  of  

meaning and to the possibil i ty,  to  f ind an at t i tude  

towards tragic and transitory experiences of  l ife.   

Facing the anguish means, to reflect in a  

logotherapeut ic  way,  how it  i s  possibl e to  f ind ways and 

att i tudes in the inner mind, to  cope wi th tragic aspects  

of  l ife and with the changes and losses we humans are  

confronted with.  

Dr. Paul Wong, famous psychologist  and 

logotherapist  writes:  “Existential  Analysis  i s  needed to  

make the cl ients aware of thei r  spir i tuali ty and capaci ty  

for meaning”. Viktor Frankl teaches us:  “Inasmuch as 

logotherapy makes him aware of the hidden logos of h is  

existence,  i t  i s an  analytical  process”.  As we know,  

existential  analysis means, to  help patients and c lients  

to reflect  their  l ives.  This  reflection at  one hand 

emphasizes the search and finding of meaning. On the 

other hand, when people are confronted with the “tragic  

tr iad”, as Frankl called i t ,  then the existential  analysis  

means f inding solutions or  an  att i tude,  to  manage 

inevitable suffering,  guilt  or  even death.  

Logotherapy and it s developments in modern  

appl ication were not only created to  help people in  

f inding their  meaning in l ife.  Much more i t  is  a profound 

goal of  logotherapy to enable humans, to develop  

resil ience, to gain hope and instead of being desperate  

and hopeless,  to detect strength, courage,  and a strong  

will ingness to  activate motivational processes.  

Resi lience can be helpful,  to  deal with  problems, to  

solve them, if  possible or a t  le ast ,  to  get distance to  

these problems.  

Main topics of  th is  presentation include:  

especially :  1.  Anxiety and 2. Depression  

Also, fur ther aspects are shortly described and  

imbedded in  the text  about  the treatment of anxiety and 

depression, such as:   Frustration, Embitterment and 

Humilia tion, Severe diseases,  hopelessness and 

resil ience, End of l ife and visions,  The importance o f  

autonomy, Transi toriness and i ts handling,  Meaning and 

本 大 会 そ し て 私 の テ ー マ は 、 人 生 の 悲 劇 的 で は か な

い 経 験 に 対 す る 態 度 に 対 し て 、 生 き る 意 味 の 力 と そ の

可 能 性 を 見 つ け る こ と に 関 す る も の で す 。 我 々 が 苦 悩

に 直 面 し た と き 、 ロ ゴ セ ラ ピ ー を 活 用 し 、 人 生 の 中 で

避 け る こ と の で き な い 悲 劇 的 な 事 柄 や 、 変 化 、 喪 失 感

に 対 処 す る 方 法 や 態 度 を 、 心 の 内 で ど の よ う に 見 つ け

る こ と が で き る の か を 考 え る こ と で す 。  

著 名 な 心 理 学 者 で ロ ゴ セ ラ ピ ス ト の ポ ー ル ・ ウ ォ ン

博 士 （ 1937-／ 中 国 系 カ ナ ダ 人 ／ 臨 床 心 理 学 者 、 教 授 ）

は 、「 患 者 に 自 分 の 精 神 性 と 生 き る 意 味 を 気 づ か せ 、理

解 さ せ る た め に は 、 実 存 分 析 が 必 要 で あ る 」 と 記 し て

お ら れ ま す 。ヴ ィ ク ト ー ル ・ フ ラ ン ク ル 先 生 は 、「 ロ ゴ

セ ラ ピ ー は 自 分 の 存 在 の 隠 さ れ た 生 き る 意 味 に 気 づ か

せ る も の で あ る ゆ え に 、 分 析 的 な 過 程 と 言 え る 」 と 説

い て お ら れ ま す 。ご 存 知 の と お り 、実 存 分 析 と は 、患 者

が 自 分 の 人 生 を 省 み る の を 手 助 け す る こ と を 意 味 し ま

す 。 こ の 内 省 的 考 察 は 、 一 方 で は 生 き る 意 味 の 探 求 と

発 見 に 重 点 を 置 き ま す 。一 方 、人 々 が 、フ ラ ン ク ル 先 生

が 名 づ け た 「 苦 境 の 三 角 形（ 苦 難 ・ 罪 ・ 死 ）」 と い う 事

態 に 直 面 し た と き 、 実 存 分 析 は 、 そ れ ら の 避 け ら れ な

い 苦 難 、 罪 悪 感 、 さ ら に は 死 に 対 処 す る た め の 解 決 策

や 態 度 を 見 つ け る こ と を 意 味 し ま す 。  

ロ ゴ セ ラ ピ ー と そ の 現 代 的 応 用 に お け る 発 展 は 、 人

生 の 意 味 を 見 つ け る た め の 支 援 だ け で は あ り ま せ ん 。

さ ら に 、ロ ゴ セ ラ ピ ー の 深 遠 な 目 標 は 、人 が 回 復 力（ レ

ジ リ エ ン ス ）を 養 い 、希 望 を 持 ち 、そ し て 自 暴 自 棄 に な

っ て 絶 望 す る 代 わ り に 、 強 さ や 勇 気 、 動 機 づ け へ の 過

程 を 活 性 化 さ せ よ う と す る 強 い 意 志 を 見 出 せ る よ う に

す る こ と で す 。  

回 復 力 （ レ ジ リ エ ン ス ） は 、 さ ま ざ ま な 問 題 に 対 処

し 、 そ れ ら を 解 決 す る た め 、 可 能 な ら ば あ る い は 少 な

く と も 問 題 か ら 距 離 を 置 く た め に 役 立 つ で し ょ う 。  

本 講 演 に は 、特 に 、次 の 二 つ の 主 題 が あ り ま す 。１ つ

目 は 不 安 、 そ し て 2 つ 目 は う つ 病 で す 。 ま た 、 不 安 と

抑 う つ の 治 療 に 関 す る さ ら な る 側 面 も 簡 単 に 説 明 し 、

失 望 、憤 り と 屈 辱 、重 篤 な 病 気 、絶 望 と そ こ か ら の 回 復

力（ レ ジ リ エ ン ス ）、終 末 期 の 心 構 え 、自 律 性 の 重 要 性 、

無 常 感（ は か な さ ）と そ れ へ の 対 処 、生 き る 意 味 と 悲 劇
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tragic optimism,  Inner freedom and the posit ion of a  

person in  the cosmos.  

A description of the logotherapeutic tools of  

deref lection, paradoxical  in tent ion, modulation of  

att i tude, f inding of att i tude follows.  

The founders of family therapy and of salutogenesis  

are  presented with  their  theories ,  Harry Merl  and Aaron 

Antonovsky.  

 

 

Conclusion:  

In his  famous book, Medical Ministry (The doctor  

and the soul)  already in  1946 Viktor  Frankl wrote the  

following, very profound words:  

“With his unique dest iny, each man [and of course 

every woman]  stands,  so  to  speak,  alone in  the ent ire  

cosmos.  His dest iny wi ll  not recur.  No one else has the  

same potentia li t ies as  he,  nor  wil l  he himself  be given 

them again. The oppor tunities that come his way for  

actual ization of creative or  experiential  values,  the 

tr ibulations which are  destined to come his  way –  which 

he cannot a lter  and must therefore endure and in the 

enduring of  them actualize att i tudinal  values –  al l  these  

are unique and singular.”  

[Frankl,  1986, p.75]  

的 な 楽 観 主 義 、 内 な る 自 由 と 宇 宙 に お け る 人 間 の 立 場

な ど に つ い て 本 文 に 加 え て い ま す 。  

反 省 除 去 、逆 説 志 向 、態 度 の 調 整 、態 度 の 発 見 と い っ た

ロ ゴ セ ラ ピ ー の 実 際 の 治 療 法 に 関 す る 説 明 が 続 き ま す 。  

ハ リ ー ・ メ ル ル 博 士 （ 19 34 - ／ ウ ィ ー ン 出 身 の ユ ダ ヤ 人 ／ 精

神 分 析 医 、医 師 、家 族 療 法 士 ／ ア ウ シ ュ ヴ ィ ッ ツ 強 制 収 容 所 へ の 送

還 を 一 家 で 回 避 。 親 族 は ホ ロ コ ー ス ト 犠 牲 者 ） と 健 康
サ ル ト

創
ジェネ

成 論
シ ス

の

提 唱 者 ア ー ロ ン・ア ン ト ノ フ ス キ ー 博 士（ 1 9 23  -1 99 4 ／ ユ

ダ ヤ 系 ア メ リ カ 人 ／ 健 康 社 会 学 者 ） の 理 論 も ご 紹 介 し ま す 。  

 

結 論 ：  

フ ラ ン ク ル 先 生 は 、 か ね て よ り 1946 年 に 有 名 な 著

書 『 The Doctor and the Soul』 の 中 で 、 次 の よ う な 深

遠 な 言 葉 を 記 さ れ ま し た 。   

 “す べ て の 人 は 、独 自 の 運 命 を 持 っ て 、い わ ば 全 宇 宙 の

中 で 孤 独 に 立 っ て い ま す 。 彼 の 運 命 は 繰 り 返 さ れ ま せ

ん 。 彼 と 同 じ 可 能 性 を 持 っ た 人 は 誰 も い な い し 、 彼 自

身 も ま た 、 そ の 可 能 性 を 再 び 与 え ら れ る こ と は あ り ま

せ ん 。 創 造 価 値 や 体 験 価 値 を 実 現 す る た め に 彼 に 訪 れ

る 機 会 、 ま た 更 に 彼 に 訪 れ る 運 命 的 な 艱 難 、 そ れ は 置

き 変 え る こ と が で き な い た め 耐 え な け れ ば な ら ず 、 耐

え る こ と で 態 度 価 値 を 実 現 す る も の で あ り ま す が 、 こ

れ ら は す べ て 稀 に 現 れ る 唯 一 な も の で す 。 ”  

 [フ ラ ン ク ル 、 1986 年 、 p.75]  
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プロフィール 
 

Harald Mori （ハラルド・モリイ）  
 

＜ 現 職 ・ 略 歴 ・ 著 作 ほ か ＞  

Harald Mori MSc (Pth.), Master of Science 

in Psychotherapy. Licensed psychotherapist 

(Existential Analysis and Logotherapy) Private 

practice since 1991. Born 1962 in Klagenfurt 

am Wörthersee.  

Medical and psychotherapeutic (Cand.med. 

and MSc in Psychotherapy) studies in Graz, 

Vienna and Munich. Licensed Psycho-

oncologist (1998)  

 Former Lecturer at the “MUW, Medical 

University of Vienna” – “Viktor Frankl 

Seminar”.  

1987-1997 student and personal assistant 

of Prof. Viktor Frankl.  

President of MFA-Medical Viktor Frankl 

Association Vienna. (Fd.2001)  

 Global lecturing about LTEA and 

psychotherapy.  

ハ ラ ル ド ・モ リ イ ，心 理 療 法 学 修 士 。認 定 心 理

療 法 士 (実 存 分 析 と ロ ゴ セ ラ ピ ー )。1991 年  開 業 。

1962 年 生 ま れ 。オ ー ス ト リ ア 最 南 部 ケ ル ン テ ン 州 の

州 都 ク ラ ー ゲ ン フ ル ト・ア ム・ヴ ェ ル タ ー ゼ ー 出 身 。 

オ ー ス ト リ ア の グ ラ ー ツ 、ウ ィ ー ン 、ミ ュ ン ヘ

ン で 学 び 、医 師 受 験 資 格 お よ び 心 理 療 法 修 士 を 取

得 。 1998 年  認 定 腫 瘍 学 心 理 療 法 士 。  

ウ ィ ー ン 医 科 大 学（ MUW）に て ヴ ィ ク ト ー ル・

フ ラ ン ク ル ・ ゼ ミ ナ ー ル を 受 け 持 つ 。  

1987-1997 年  ヴ ィ ク ト ー ル・フ ラ ン ク ル 博 士

の 生 徒 兼 ア シ ス タ ン ト と な る 。  

ヴ ィ ク ト ー ル ・ フ ラ ン ク ル 医 学 協 会 会 長 就 任

(2001 年 設 立 )。 LTEA(ロ ゴ セ ラ ピ ー と 実 存 分 析 )

お よ び 心 理 療 法 に 関 す る 国 際 的 講 演 活 動 を 行 う 。 

Publications: “Synoptische Psychotherapie” 

(2015) and “Existenzanalyse und Logotherapie” 

(2020/2023) and numerous articles about Viktor 

Frankl, Logotherapy, Existenzanalyse and 

Psychooncology.  

著 作：「 共 観 的 心 理 療 法（ 2015 年 ）」、「 実 存 分 析

と ロ ゴ セ ラ ピ ー （ 2020/2023 年 ）」 他 、 ヴ ィ ク ト

ー ル ・ フ ラ ン ク ル 、ロ ゴ セ ラ ピ ー 、 実 存 分 析 、 サ

イ コ オ ン コ ロ ジ ー (精 神 腫 瘍 学 )に 関 す る 著 作 多 数 。  

He is teaching at universities and 

psychotherapy institutes in Europe and 

globally, like in Brazil, Argentina, Canada, 

USA, Ukraine, South Korea, and Russia, and 

recently in Peru, Japan, and Kazakhstan.  

In January 1987, Harald Mori had the honor 

to meet Prof. Viktor E. Frankl personally. In 

the following ten years, he became his student 

and assistant, at Frankl´s University lectures in 

Vienna as well as in many of his very personal 

matters. On invitation of Prof.Dr. Katsutaro 

Nagata, Harald Mori contributed to congresses 

in Japan more than 5 times.  

 

 

Corresponding address:  

Erdbrustgasse 46/3  

1160 Wien  

Austria  

haraldmori@aon.at  

www.viktorfrankl.at  

欧 州 を は じ め 、ブ ラ ジ ル 、ア ル ゼ ン チ ン 、カ ナ

ダ 、米 国 、ウ ク ラ イ ナ 、韓 国 、ロ シ ア 、最 近 で は

ペ ル ー 、日 本 、カ ザ フ ス タ ン な ど 、世 界 各 地 の 大

学 や 心 理 療 法 研 究 所 に お い て 教 鞭 を と っ て い る 。 

1987 年 1 月 、 幸 運 に も ヴ ィ ク ト ー ル ・ フ ラ ン

ク ル 博 士 と の 邂 逅 の 機 会 を 得 る 。以 来 10 年 の 間 、

ヴ ィ ク ト ー ル・フ ラ ン ク ル 博 士 の 大 学 で の 教 鞭 活

動 に お け る 生 徒 兼 ア シ ス タ ン ト と し て 、ま た 、博

士 の プ ラ イ ベ ー ト 活 動 を も 支 え る 。故 永 田 勝 太 郎

先 生 の 招 聘 に よ り 、日 本 の 学 会 出 席 の た め こ れ ま

で 複 数 回 来 日 。  

 

連 絡 先 ：  

エ ル ト ブ ル ス ト ガ ッ セ 46/3 

1160 ウ ィ ー ン  

オ ー ス ト リ ア  
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シンポジスト講 演 Ⅰ 

 

整形外科医療の入口から全人的医療へ  

―私に何ができるのだろう？― 

 喜山  克彦  

喜山整形ハーブクリニック 院長  
 

整形外科医学は、自然科学の方法論のうち主に機械論的な人体の捉え方によ

り、運動器の機能障害や痛みを治療する。しかし、特に整形外科医療の一部の

専門領域に特化してない、一般整形外科開業医療において、そのような捉え方

で は 解 決 で き な い 全 人 的 な 問 題 が 背 景 に 存 在 す る 運 動 器 の 機 能 障 害 や 痛 みを

抱えた患者が受診する。そこで整形外科専門領域を含んだ、運動器の機能障害

と痛み全般に対して対応できる包括的な医療体系が必要となる。当院では、運

動器の機能障害と痛みに対して、大きな体系として、永田勝太郎が提唱し た、

身体・心理・社会・実存的医 療モデル（ BPS-E モデル）を導入し、マイケル・

バリントの説く開業医療をモデルとした。また、地域の患者に対するニーズが

あり、専門医療の隙間にある領域への治療を、専門性の境界を超え、できる限

り拡げていく方針を立てた。  

当院は一人医師のクリニックで、引き受ける医療の幅を拡げることには限界

がある。それでも、整形外科の専門医としての視点と、BPS-E モデルのそれの

混在した捉え方に自分自身が混乱し、苦悩しつつ、「私に何ができるのだろう？」

の問いに答えてきた実際の臨床を報告する。  

 

永田先生は、常日頃「整形外科にこだわ るな」とおっしゃっていました。私

は、それに逆らって整形外科医療にこだわった全人的医療を目指し続けました。

先生はさぞ不愉快であったことと思います。運動器の機能障害と痛みを扱う整

形外科医療だからこそ、全人的医療が生きる場があると考えたからです。逆ら

ってしまった永田先生から、私のこの姿に対して、叱咤されるも少しでも良い

評価を受けたいと願っています。  

 

キ ー ワ ー ド： 全 人 的 医 療 、身 体・心 理・社 会 ・実 存 的 医 療 モ デ ル 、マ イ ケ ル・バ リ ン ト  
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プロフィール 

 

喜山  克彦  （きやま かつひこ）  

 

＜ 現 職 ＞  

喜 山 整 形 ハ ー ブ ク リ ニ ッ ク  院 長  

 

＜ 略 歴 ＞  

鹿 児 島 県 与 論 島 出 身   

 

1962 年  鹿 児 島 県 指 宿市 生 ま れ   

1983 年  東 京 学 芸 大 学教 育 学 部 中 退   

1992 年  琉 球 大 学 医 学部 卒 業   

1992 年  琉 球 大 学 医 学部 付 属 病 院 整 形 外 科 入 局  

2004 年  浜 松 医 科 大 学心 療 内 科 に て 研 修  

永 田 勝 太 郎 先 生 に 師 事 す る  

2010 年  静 岡 県 富 士 市に 一 般 整 形 外 科 ク リ ニ ッ ク を 開 業  

整 形 外 科 医 が で き る 全 人 的 医 療 を 模 索 し 続 け て い る  

 

＜ 専 門 医 ・ 資 格 ＞  

日 本 整 形 外 科 学 会 専 門 医  

日 本 東 洋 医 学 会 漢 方 専 門 医  

上 級 国 際 実 存 療 法 士  
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シンポジスト講 演 Ⅱ 
 

歯科における慢性疼痛のとりくみ  

 三浦  一恵  

医療法人社団創新会  大森・東京歯科口腔外科・センター長  

鶴見大学歯学部  歯科麻酔学講座  臨床教授  

 

口 腔 顔 面 領 域 に 痛 み が あ る 時 、 歯 科 医 院 を 訪 れ る こ と が 多 い 。 疼 痛 の 原 因 は 歯

や 歯 周 組 織 が 原 因 で あ る こ と が ほ と ん ど で 、 患 者 の 訴 え て い る 痛 み に は 原 因 と な

る 疾 患 が 明 確 に 存 在 し 、 そ の 歯 科 疾 患 に 対 し て 適 切 な 治 療 が 行 わ れ れ ば 、 痛 み が

長 引 く こ と は な い 。 し か し 、 必 要 な 治 療 を 行 っ た に も か か わ ら ず 、 痛 み が 続 き 不

可 逆 的 な 処 置 が 繰 り 返 さ れ る こ と も あ る 。 ま た 手 術 や 歯 科 治 療 に よ り 三 叉 神 経 末

梢 枝 を 損 傷 す る た め 、 三 叉 神 経 に 機 能 障 害 が 生 じ 感 覚 鈍 麻 、 異 常 感 覚 、 神 経 障 害

性 疼 痛 、 痛 覚 変 調 性 疼 痛 に 移 行 し て い き 慢 性 化 す る こ と も あ る 。 近 年 、 マ ス ク 生

活 が 長 く な り 、 食 事 時 に き ち ん と 噛 ん で 食 べ な い 、 対 面 で 表 情 を 豊 か に し て 会 話

を し て い な い な ど 口 腔 機 能 を 十 分 発 揮 し な い こ と に よ っ て 不 具 合 も 出 て い る と 感

じ る 。 口 腔 内 に 器 質 的 な 変 化 や 咬 合 異 常 が な い に も か か わ ら ず 、 舌 が ひ り ひ り す

る、食 事が でき ない 、眠れ ない など 患者 の訴え が歯 科医 師を 悩ませ る。  

こ の よ う な 患 者 に 対 し て 逃 げ ず に 訴 え を 受 け 入 れ 、 患 者 と 問 題 解 決 し て い く 姿

勢 を み せ る こ と が 大 切 で あ る と 考 え る 。 ド ク タ ー シ ョ ッ ピ ン グ を 繰 り 返 し て い る

患 者 さ ん は 薬 物 治 療 も ブ ロ ッ ク 治 療 も 既 に 受 け て い る が 、 基 本 的 な 診 査 、 診 断 を

も う 一 度 行 い 、 見 落 と し が な い か を 確 か め る 。 慢 性 疼 痛 は 患 者 一 人 ひ と り に 多 様

性、不均 一性 、複 雑 性があ るた め 、患 者 とゆっ くり お話 をし て、患者 が自 分の 持 つ

痛 み を 見 つ め 受 容 し て 、 そ れ を 解 決 で き る 資 源 を 持 っ て い る こ と を 自 覚 す る こ と

を期待 する。鍼灸 経 絡治療 は患 者と 話を しなが らで きる とい う利点 があ る。ま た 、

姿 勢 、 呼 吸 を ア ド バ イ ス し た り 、 運 動 を 促 し た り 食 事 も セ ル フ コ ン ト ロ ー ル が で

きるよ う手 助け する 。  

今 回 は 痛 み を 訴 え 続 け 抜 歯 を 繰 り 返 し た 症 例 、 抜 歯 後 の 慢 性 疼 痛 の 症 例 な ど を

提示し 、参 加者 の皆 様にご 意見 を伺 って いきた い。  

 

キーワード： 慢性疼痛、鍼灸経絡治療、痛覚変調性疼痛  
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プロフィール 

 

三浦  一恵  （みうら かずえ）  

 

＜ 現 職 ＞  

医 療 法 人 社 団 創 新 会  大 森 ・ 東 京 歯 科 口 腔 外 科  セ ン タ ー 長  

鶴 見 大 学 歯 学 部 歯 科 麻 酔 学 講 座  臨 床 教 授  

 

＜ 略 歴 ＞  

1983 年 4 月              鶴 見 大 学 歯 学 部 付 属 病 院 歯 科 麻 酔  臨 床 助 手  

1984 年 10 月 〜 2011 年 3 月  鶴 見 大 学 歯 学 部 歯 科 麻 酔 学 講 座  助 手 → 助 教  

2011 年 4 月 〜 現 在        医 療 法 人 社 団 創 新 会  大 森 ・ 東 京 歯 科 口 腔 外 科 セ ン タ ー 長  

2012 年 4 月 〜 現 在        鶴 見 大 学 歯 学 部 歯 科 麻 酔 学 講 座  臨 床 教 授  

 

＜ 専 門 分 野 ＞  

日 本 歯 科 麻 酔 学 会 認 定 医 、 専 門 医  

日 本 口 腔 顔 面 痛 学 会 認 定 医 、 専 門 医 、 指 導 医  

日 本 慢 性 疼 痛 学 会  慢 性 疼 痛 専 門 歯 科 医 師  
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シンポジスト講 演 Ⅲ 
 

私たちが実践する全人的医療とは 

ー全人的医療のために教育は何ができるか 

井上  惠  

学校法人長岡総合学園  悠久山栄養調理専門学校  校長  

 

 医療現場の勤務経験がない私である。長らく義務教育現場に奉職し、現在は

高等教育の現場に身をおいている。教職に就いて以来、最も関心をもってきた

のが不登校や非行など「たいていの教師が担当したくな い生徒」だ。さらに「登

校している不登校生徒」にも興味津々であった。ある時、永田先生 のインタビ

ューが掲載された 新聞記事を目にして「この方こそ！」と直感、迷わず手紙を

書いた。これが永田先生に出会う端緒となり、長らくご指導をいただいた。  

永田先生は常々「医学教育において態度教育を！実存療法を！」と口にしてお

られた。それは全人的医 療の実現のためであり、きわめて重要なことである。

ところが、医学教育は高等教育であり、それより前に初等中等教育が存在する。

医者をめざす医学生はすべてここを通過する。  

この初等中等教育の 段階において、できることがあるのではないか。そしてそ

れ は 高 等 教 育 に お け る ア プ ロ ー チ よ り 全 人 的 医 療 の 実 現 に 奏 効 す る の で はな

いだろうか。私はずっとそう考えてきた。仮説としての私の答えは、全人教育

であり、実存療法を 用いた生徒指導、そして思春期 、青年期における重要な他

者との出会いである。  

初等中等教育、とりわけ義務教育は国民のライフラ インである。しかしながら、

初等中等教育において課題は山積している。それらは、医学教育において永田

先生が危惧されてきたことと通底すると思われる。全人的医療に資する初等中

等教育の実践を願っ て私見を述べてみたい。  

 

キーワ ード：全人 的 医療を 支え る全 人教 育、教育 のも つ外 部 性、ライ フ サ イク ル  

対人援助職の要諦  
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プロフィール 

 

井上  惠  （いのうえ めぐみ）   

 

＜ 現 職 ＞  

学 校 法 人 長 岡 総 合 学 園  悠 久 山 栄 養 調 理 専 門 学 校  校 長  

 

＜ 略 歴 ＞  

大 阪 府 出 身    

1975 年  お 茶 の 水 女子 大 学 理 学 部 数 学 科 卒 業   

1978 年   同 大 理 学 研究 科 修 士 課 程 数 学 専 攻 修 了  理 学 修 士  

主 と し て 新 潟 県 中 学 校 教 諭 お よ び 管 理 職 と し て 奉 職   

2019 年 よ り 現 職  

2020 年  上 級 国 際 実存 療 法 士 取 得   

   

＜ 所 属 学 会 ＞  

日 本 実 存 療 法 学 会  

日 本 疼 痛 心 身 医 学 会  

日 本 心 身 医 学 会  

日 本 慢 性 疼 痛 学 会  

日 本 疼 痛 学 会  

日 本 学 校 メ ン タ ル ヘ ル ス 学 会  
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シンポジスト講 演 Ⅳ 
 

全人的医療と医学哲学  
杉岡  良彦  

一般財団法人信貴山病院分院  上野病院  医療倫理教育部長  
 

 全 人 的 医 療 は 、 近 代 科 学 の 発 達 以 降 、 生 物 学 的 観 点 を 重 視 す る 生 物 医 学 へ の ア

ン チ テ ー ゼ で も あ っ た 。 特 に 日 本 で は 池 見 酉 次 郎 ら に よ る 心 身 医 学 分 野 の 医 療 者

が 主 に 全 人 的 医 療 の 重 要 性 を 医 学 界 に 伝 え て き た 。 全 人 的 医 療 の 実 践 に お い て 見

逃 さ れ が ち な の は 、 全 人 的 医 療 が そ れ ま で の 医 学 と は 異 な る 新 た な 人 間 観 を 基 礎

と し て い る と い う 点 で あ る 。 こ の 点 を 鋭 く 指 摘 し た の が 永 田 勝 太 郎 で あ る 。 永 田

は、精神 科医 V.E.フ ランク ルの ロゴ セラ ピーの 背景 にあ る人 間観を 考慮 しつ つ「 身

体・心 理・ 社会 ・実 存的モ デル 」を 提唱 した。  

 一方 で 、医 学哲 学（医 学概 論）は 、日 本 におい ては フラ ンス 哲学を 専門 とす る澤

瀉久敬（ 1904‐ 1995）によ って 構築 され た。そ れは 医学 とい う学問 その もの を哲

学 的 に 反 省 し 、 よ り 良 い 医 学 を 作 り 上 げ よ う と す る 営 み で あ る 。 澤 瀉 は そ の 著 書

『 医 学 概 論 』 の 中 で 医 学 概 論 を 科 学 論 、 生 命 論 、 医 学 論 の 三 つ の 分 野 か ら 構 築 し

た。澤 瀉が 特に 強調 したの は医 学が 単に 科学の 立場 から 論じ られる だけ では なく 、

科学を 生み 出し た「 生命」の立場 から 論 じ られ なけ れば なら ないと 主張 した 。「 生

命」は、東洋 では「 気」とも 言い 換え る ことが でき 、そこ か ら当時 の医 学 の 主流 で

は重視 され てい なか った東 洋医 学の 必要 性を澤 瀉は 早く から 主張し てい た。  

 実 際 の 医 療 現 場 で は 、 さ ま ざ ま な 悩 み や 苦 し み を か か え た 患 者 や そ の 家 族 に 出

会う。そこ には すで に科学 的に 有効 な治 療法が 見い だせ ない がん終 末期 の患 者や 、

生 涯 に わ た り 治 療 が 必 要 と な る こ と が 多 い 統 合 失 調 症 の 患 者 、 交 通 事 故 や 脳 梗 塞

な ど で 麻 痺 や 障 害 が 残 っ た 患 者 も い る 。 医 療 者 に 求 め ら れ て い る の は 、 こ う し た

患者や その 家族 を身 体・心理・社 会・実 存 的視 点 から 全人 的に 理解し 、共感 的に 支

える態 度で あり、こ うした 態度 を養 うに は、医学 哲学 的な 人 間観が 必要 であ ろう 。

国 際 全 人 医 療 研 究 所 は 永 田 博 士 の 意 志 を 受 け 継 ぎ 、 今 後 も こ う し た 医 学 哲 学 教 育

を提供 する 場と して の重要 な役 割を 有し ている 。  

 

キーワ ード：全人的 医療 、医 学哲 学、身 体・心理・社 会・実 存的モ デル 、人間観 、  

国際全 人医 療研 究 所  
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プロフィール 

 

杉岡  良彦  （すぎおか よしひこ）  

 

＜ 現 職 ＞  

一 般 財 団 法 人 信 貴 山 病 院 分 院  上 野 病 院  医 療 倫 理 教 育 部 長  

 

＜ 略 歴 ＞  

1990 年  京 都 大 学 農学 部 （ 農 学 原 論 講 座 ） 卒  

1998 年  京 都 府 立 医科 大 学 卒  

2004 年  東 海 大 学 大学 院 医 学 研 究 科 博 士 課 程 修 了  

2005 年 か ら 旭 川 医 科大 学 医 学 部 助 手 、 講 師 を へ て 、 2017 年 よ り現 職 。  

2020 年 よ り 京 都 府 立医 科 大 学 に て 「 医 学 哲 学 」 担 当  

2021 年 よ り 京 都 府 立医 科 大 学 「 現 代 医 療 の 人 間 観 」 担 当  

 

＜ 資 格 ＞  

医 師 、 博 士 （ 医 学 ）、 精 神 保 健 指 定 医  

 

＜ 専 門 分 野 、 そ の 他 ＞  

医 学 哲 学 、 精 神 医 学   

 

＜ 単 著 お よ び 受 賞 ＞  

『 哲 学 と し て の 医 学 概 論 ： 方 法 論 ・ 人 間 観 ・ ス ピ リ チ ュ ア リ テ ィ 』（ 2014 年 、 春 秋 社 ）

（ 2015 年  日 本 医 学 哲学・倫 理 学 会  学 会 賞 受 賞 、2015 年  人 体 科学 会  湯 浅 泰 雄 著 作 賞

受 賞 ）  

『 医 学 と は ど の よ う な 学 問 か ： 医 学 概 論 ・ 医 学 哲 学 講 義 』（ 2019 年、 春 秋 社 ）  

『 共 苦 す る 人 間 ： 医 学 哲 学 か ら 宗 教 と 医 学 を 考 え る 』（ 2023 年 、 春秋 社 ）  

 

『 哲 学 と し て の 医 学 概 論：方 法 論・人 間 観・ス ピ リ チ ュ ア リ テ ィ 』に お い て  2015 年  日

本 医 学 哲 学 ・ 倫 理 学 会 学 会 賞 。 2015 年  湯 浅泰 雄 著 作 賞 。  

 

＜ 共 著 ＞  

『 脳 科 学 は 宗 教 を 解 明 で き る か : 脳 科 学 が 迫 る 宗 教 体 験 の 謎 』（ 2012 年 、 春 秋 社 ）  

 

＜ 翻 訳 ＞  

H.Ｇ .コ ー ニ ッ ク『 ス ピ リ チ ュ ア リ テ ィ は 健 康 を も た ら す か ― 科 学 的 研 究 に も と づ く 医 療

と 宗 教 の 関 係 』（ 2009 年 、 医 学 書 院 ） な ど 。  
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